
⼥優

川島令美さん
⼥優として活躍中の川島令美さん。その他にもアパレルブランドを⽴ち上げ⾃らデザイナーを

つとめたり、サッカー好きが⾼じて芸能⼈⼥⼦フットサルチームにも参加するなど活動の幅を

広げている。D70を愛⽤しているという川島さん。写真で⽇常を切り取りながら、近頃では
「技術を学んで写真でもっと表現できるようになりたい」と思っているのだとか。今回は写真

の魅⼒について、そして技術の上達を誓う（!?）川島さんの熱い写真トークをお楽しみ下さ
い。

Beginning 出会い
思い通りに撮れないおもしろさから 思い通りに撮ってみたい欲求が芽⽣えて

写真を撮り始めたのはいつぐらいからですか？

始めたのは20歳くらいですね。こういうお仕事をさせていただくようになってから、フォトグラファーのお友だちができたりして
写真に触れる機会は多かったのでずっと興味はあったんです。でもなかなか踏み出せないでいたんですが、たまたまアンティーク

ショップに⾏く機会があって、そこでアンティークカメラを⾒つけたんですね。まず⾒た⽬がいいなぁと思って、こういうカメラ

ではどんな写真が撮れるんだろうっていう疑問を持ったのが、写真を始めたきっかけなんです。

最初はアンティークのカメラで写真を撮られたんですね。

そうです。それを買って撮るようになって。本当に古いカメラで、ピントを合わせるのも結構アバウト、写真が出来上がるまでは

いったいどんな⾵に撮れているのか予想もつかないっていうカメラだったんです。でも逆にそれがおもしろくて、どんどんハマっ

ていきました。

そのうち、出来上がってからのお楽しみというのもおもしろいけれど、だんだんと思い通りの写真を撮ってみたいなと思うように

なってきたんです。それからインターネットで⽇記を書くようになって、そこに写真を掲載しようと思ってもフィルムカメラだと

使い勝⼿があまりよくないかなと思って、悩んだ末に新しくデジタルカメラを買うことにしたんです。

どのカメラを買ったんですか？

D70を買いました。私の事務所の社⻑がカメラ好きで詳しかったので相談したんです。⼀眼レフカメラで、素⼈にも使えるような
デジタルカメラがいいって⾔ったら、それならD70がいいんじゃないかとすすめてもらいました。すぐ店頭に⾒に⾏ったんです
よ。持ってみたら⼿にしっくりなじむ感じがして、重さも⾒た⽬も⾃分に合ってるなと思ってD70に決めました。そのとき、たぶ
ん3年前くらい前だったんじゃないかと思いますが、D70が発売されてすぐで、レンズキットがあったのでそれを買いました。そ
れからはずっとこれで撮影をしています。

カメラは普段から持ち歩いているんですか？

普段はコンパクトのデジタルカメラを持ち歩いていて、⾞で移動できるときや余裕のあるときにD70を持っていっています。あと
は休⽇に近所をちょっと散歩しよう、なんてときはD70を持って⾏って撮影をしています。旅⾏や実家に帰るときなどもD70を持
って⾏ってます。

写真は毎⽇必ず撮ろうとか、どこかに撮影に⾏こうとかいうよりも、“ゆるく撮っていこう”というスタンスで撮っています。⽇常
の中で時間のあるときに、カメラを持って⾏けるときに持って⾏って撮れればいいなという感じなんです。

どのようなものを撮影しているんですか？

近所の公園に⾏くことが多くて、おもにそこの⾵景が多いですね。⼈も撮りたいんですけどなかなか勇気がなくて撮れなくて、友

だちにモデルになってもらって撮ったことはあるんですけど、誰かに話し掛けて撮ってっていうのができないんですよ。撮って怒

られたらどうしようって考えるとなんだか恐くて。あ、でも私おばあちゃんだけは得意なんですよ（笑）。話し掛けやすいんです

よね、なんだか。でも公園に⾏くとかわいい⼩さな⼦どもがいたりして、撮影してみたいんですよ。話し掛ける勇気が持てたらい

つかチャレンジしてみたいですね。

Pleasure 楽しみ
撮ったものが⼼に刻まれる 写真は多くのことに気づかせてくれる

川島さんは写真のどんなところに魅⼒を感じますか？

⾃分が⾒たものを写真に残すことができるってすごいですよね。それと同時に、写真に撮ったものって忘れないんですよね。記憶

に残る、⼼に刻まれるんです。普段通り過ぎていた景⾊でも、写真に撮ると印象深い景⾊に変わっちゃうんです。ここで写真を撮

ったなっていうのを覚えているんですよね。友だちを撮っていたときだったら、そのとき話していた会話を覚えていたりするんで

すよ。世間話なんて普通なら忘れてしまうのに、写真を⾒ると思い出せたりする。思い出を⼼に留めていけるというのはとても素

敵ですよね。カメラの素晴らしいところだと思います。

なるほど。

それからカメラによっていろいろなものを発⾒したり、気づかされたりすることが多いですね。ファインダーを覗いていると、⾓

度や⽬線によってものの⾒え⽅がこんなに違うのかって驚かされるんです。たとえばすごく下から、⽝の⽬線くらいから⾒上げて
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みると、いつも⾒ていた空よりももっと空が広くて、世界全体がこんなに広いんだって思ったりして、⾒⽅を変えると同じもので

も全然違うものになるんだなって気づいたんです。

あと被写体を探していろいろなものを⾒るようになるので、気づかなかったものを発⾒したり、ちょっと脇道は⾏ってみようかな

って思って新しいスポットを⾒つけたりする。カメラを⼿にしていることで、そういう新しい感性が⾃分に⽣まれてきたり、新し

いものに出会えたり、そのたびにドキドキして楽しいなって感じるんです。

被写体を⾒つけて、撮影して、写真を⾒て、それぞれに感動されていらっしゃるんですね。

被写体を探して、「あ、これ！」って⾒つけて、どう撮ろうって考えていろいろ⼯夫をして、ファインダーを覗いてどう写るのか

なって想像して。写してからは写真を⾒て、思い通りになったなとかまた違う世界が写ってるなとか、そういう⼀瞬⼀瞬全てがそ

れぞれ違った⾯⽩さがあると思います。

ひとつの被写体に対して、いろいろ撮り⽅を考えて撮影されているんですか？

はい、最近はいろいろ試してみているんですよ。ただピントを合わせるだけじゃなくて、⽬線を

変えたり、ライトの前にカーテンを1枚ひいて光量を変えてみたり、スピードライトを使わずに
撮ってみたり。この間は花の茎を短く切って、⽔に浮かべて撮ったどうなるかなってやってみた

りもしました。

正直、あまり技術的なことはわからないので、ほとんどは「こうしたらどうなるだろう？」って

いう好奇⼼。⾃分の感性で好き勝⼿に撮るのが楽しくて、いろいろ試してみています。私、説明

書やガイド本のようなものを読むのが苦⼿で……読んでも吸収できないというか。だからカメラ
の知識があまりなくって、D70は宝の持ちぐされなんじゃないか？と思ったりもするんですよ
（笑）。

たとえば⼀度カメラについてちゃんと習ってみるといいかもしれませんよ。ニコンが運営してい

る「ニコン塾」などもありますし、それなら基礎の基礎から教えてくれるコースもありますよ。

え？そういうのがあるんですか？それは誰でも教えてもらえるんですか？

もちろんです。わかりやすく要点を教えてくれるので、ひとりで勉強するよりも意外にスムーズ

に理解できると思いますよ。D70をもっと使いこなせるようになれば、もっといろいろな撮り⽅
ができるようになるかもしれませんね。

うわぁ、それ習いたいです！実はいつも技術的なことがわからなくなってしまって、説明書⽚⼿

に撮ってみても何が違うのかわからなかったりしてたんです。⼈に聞いてもそのときわかるだけで結局ちゃんと理解できなく

て……それ、受けます（笑）！ぜひやってみたいです。
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Future これから
⾃分のカラーが出せるように もっと写真を楽しめるようになりたい

インターネットからも申し込めますし、ぜひ受講してみてください。

はい。カメラのことが理解できたら、花を撮るとき、バックをどれくらいボカそうとか、そういうのもできるようになります

か？ そういうのおもしろそうですよね！……すみません、ニコン塾の話を聞いたらそれで頭がいっぱいになっちゃいました
（笑）。これまでは⾒たものをそのまま残すという感じが多かったんですが、本当に最近、もっと写真を作り上げたいというか、

写真で表現をしたいなという気持ちになってきたんです。だからとても興味があって。

マイクロレンズや⿂眼レンズもおもしろそうですよね。それから私、サッカーが好きで⾃分でもフットサルをやったりしているん

ですが、スタジアムに⾏って写真を撮るんですが、なかなか撮れないんですよ。ピントが合わなかったり、シャッターチャンスを

逃してしまったり、サッカーの写真が撮れるようになりたいんです。

スポーツ写真もなかなか難しそうですね。

もっと⻑いレンズがないとダメだとは思うんですが、でもとりあえず、せめてシャッターチャンスを逃さないようにしたいです

ね。ファインダーを覗いていると選⼿を⾒失っちゃって（笑）。

他に、今後撮ってみたいものはありますか？

最初にも⾔いましたけど、⾵景だけじゃなく⼈物を撮っていきたいです。友だちを撮っていて、やっぱり⾵景とは違う楽しさがあ

るなって感じました。動きがあって、その⼀瞬、⼀瞬をとらえるのがおもしろい。

私⾃⾝、写真集を出させていただく機会があったりして、仕事柄、撮られる側になる機会はとても多いんです。撮られているとき

も、⾃分に撮った経験があると、⾃分がどう写るのかを想像できたりわかってきたりするようになったんですね。それからフォト

グラファーさんとの呼吸だったり、⼆⼈の間にある空気感だったり、そういうのを写すんだなって。仕事を始めた頃はただ撮って

もらっているっていうだけだったんですが、今は⼀緒に1枚の写真を作っているって感じるようになったんです。だから、今度は
⾃分が撮る側としてそういう写真を作ってみたいですね。

その友だちに、今度⼦どもが産まれるんですよ。だから、産む前の彼⼥と産んでからの彼⼥、⽣まれてきた⼦どもも撮ってあげた

りして、記録としても残していきたいなって思います。

それは素敵ですね。

そうやって1から⾃分の考えを反映させて作り上げていくのって楽しいですよ
ね。そこには何の規制もないから、好きに、⾃由に想像して撮ることができ

る。本当に写真って無限の楽しみ⽅があるんだなって思います。

⼈物だけじゃなく⾵景も、ただ撮るだけではなくてそこになにかプラスしてい

きたいです。⾃分のカラーというか、⾃分の表現⽅法を出せていけたら、そう

いうことができるようになりたいです。

ぜひ、⾃由に想像して写真を楽しんでいってください。

はい。でもまずは、そのためにも腕を磨かなければいけないですね（笑）。思

ったことを表現できるように……あぁ、楽しそうだな。今⽇お話を聞いて、⾃
分でも話していてもっと上⼿に撮れるようになりたいなって強く思いました！

これからもっともっと写真を楽しめるようになっていきたいと思います。
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